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初めてご使用になる場合

ここでは、初めてLAN-HDPS/U2シリーズをご使用になる場合の、管理画面へのアクセス方法と一般のユーザーがネットワーク経由で
各フォルダにアクセスする方法を個別にご紹介します。参照したいトピックをクリックしてください。

管理者として管理画面にアクセスしましょう

USBハードディスクにアクセスするには？

USBプリンタを使うにはどうしたらいいの？
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管理者として管理画面にアクセスする

　管理画面にアクセスするには、付属の「LAN-HDPSサポートディスク」に収録されているセットアップランチャーから実行し
ます。アクセス方法には次の２種類があります。

・１クリックセットアップ

全ての設定を自動的に行う方法です。

・詳細設定セットアップ

LAN-HDPS シリーズのホスト名、管理者パスワード、ネットワーク環境の設定を順番に設定してゆく方法です。

　それぞれの設定方法を参照するには、以下のボタンをクリックしてください。

１クリックセットアップ 詳細設定セットアップ
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1. クリック

1
付属の LANHDPS サポートディスクをパソコンの CD-

ROM ドライブにセットしてください。
自動的にセットアップランチャーが起動して右の画面
が表示されます。

ここで、
1.「クイックセットアップツール」をクリックして選択状

態にして、
2.「セットアップの起動」ボタンをクリックしてください。

2. クリック

１クリックセットアップ

Windows 環境の場合

Mac OS X環境の場合

付属のLAN-HDPSサポートディスクをパソコンのCD-

ROM ドライブにセットしてください。
1. デスクトップにサポートディスクのアイコンがマウント

されるので、ダブルクリックして開き、
2. その中にある「Mac OS X」フォルダデスクトップにコ

ピーし、フォルダをダブルクリックして開いてください。
3. 「クイックセットアップツール」のアイコンをダブルク

リックしてください。

1.CD-ROM のアイコンを
ダブルクリック

2.Mac OS Xフォルダをデスクトッ
プにコピーし、ダブルクリック

3.「クイックセットアップツール」
をダブルクリック
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2 右の画面が表示されますので、下の部分にある「１クリックセットアップ」を選択し、「完
了」ボタンをクリックしてください。

3 自動的にご使用の LANHDPS に設定が適用されます。設定には数十秒から数分時間が
かかる場合があります。
ユーザーはこの間、何もする必要はありません。

4

1. 「１クリックセットアップ」を選択

2.「完了」をクリック

Windows環境の場合、設定情報の登録が完了すると、プリンタの登録ウィザー
ドが起動します。このまま USB プリンタの設定を行う場合は「USB プリンタ
を使うにはどうしたらいいの？」を参照してUSBプリンタの設定を行ってくだ
さい。
すぐにプリンタの設定を行わない場合は、「取り消し」ボタンをクリックしてく
ださい。
Macintosh環境の場合は、設定完了のメッセージが表示されたら本製品の設定
は完了となります。
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5 Tips

○ 左画面の「マウント」ボタン、「プリンタ登録」ボ
タンは Windows 環境のみ表示されます。

クイックセットアップツール内に、ご使用のLAN-HDPSシリーズが登録されま
す（デフォルトの名称は LANHDPS となります）。
管理画面にアクセスするには、画面内に登録されているご使用のLAN-HDPSシ
リーズの名称をダブルクリックしてください。

ダブルクリック

※ この後は本製品に接続されている USBハードディスク及び USB プリンタの
設定を行います。
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6

管理画面が表示されます。管理画面ではパスワードの設定、ネット
ワークの設定、USB 機器の設定などさまざまな機能を実行すること
ができます。

詳しくは、「管理ソフトウェアの使い方」をご参照ください。

Web ブラウザが起動し、ログイン画面が表示されますの
で、ワンクリックセットアップではデフォルトではパス
ワードが設定されていないので、そのまま「ログイン」ボ
タンをクリックしてください。

7

クリック
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1. クリック

1
付属のLAN-HDPSサポートディスクをパソコンのCD-

ROM ドライブにセットしてください。
自動的にセットアップランチャーが起動して右の画面
が表示されます。

ここで、
1. 「クイックセットアップツール」をクリックして選択状

態にして、
2. 「セットアップの起動」ボタンをクリックしてください。

2. クリック

詳細設定セットアップ

Windows 環境の場合

Mac OS X環境の場合

付属のLAN-HDPSサポートディスクをパソコンのCD-

ROM ドライブにセットしてください。
1. デスクトップにサポートディスクのアイコンがマウント

されるので、ダブルクリックして開き、
2. その中にある「Mac OS X」フォルダデスクトップにコ

ピーし、フォルダをダブルクリックして開いてください。
3. 「クイックセットアップツール」のアイコンをダブルク

リックしてください。

1.CD-ROM のアイコンを
ダブルクリック

2.Mac OS Xフォルダをデスクトッ
プにコピーし、ダブルクリック

3.「クイックセットアップツール」
をダブルクリック
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Tips

○ Windows XP環境の場合、以下のメッセージが表示
される場合があります。いずれの場合も「OK」ボタ
ンをクリックしてください。

2 以下の画面が表示されますので、下の部分にある「詳細設定セットアップ」を選択
し、「次へ」ボタンをクリックしてください。

1. 「詳細設定セットアップ」を選択

2.「次へ」をクリック

3 Tips

○ 複数の弊社製LAN-HDPSを導入される場合、デフォ
ルトのLANHDPS名称（ホスト名）を変更してくだ
さい。ネットワーク上に同じLANHDPS名称（ホス
ト名）が重複すると正常に動作しません。
LANHDPS名称（ホスト名）には、半角英数字およ
び下線、マイナスが利用できます。最初の文字は英
字以外は使用できません。

○ 設定したLANHDPS名称（ホスト名）は忘れないよ
うにしてください。

LAN-HDPS 名称（ホスト名）を入力する画面が表示されます。
必要があれば名称を変更して、「次へ」ボタンをクリックしてください。

1. 必要に応じて変更

2. クリック
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5

1. パスワードを入力（２回）

2.「次へ」をクリック

管理者（admin）パスワードの設定画面が表示されます。本製品は、デフォルト
ではパスワードが設定されていません。必要であれば、ここでパスワードを設定
してください。設定後、「次へ」ボタンをクリックします。

注意
○ 管理者パスワードを忘れると、再度システ

ムを設定しなおすことができなくなります。
決して忘れないように管理してください。
忘れた場合、弊社でもサポートいたしかね
ます。
パスワードは半角英数字、記号、スペースを
使用した12文字までで登録可能です。英字
の大文字・小文字も区別されるので、気を付
けてください。
詳しくは設定制限表をご参照ください。

4

ネットワーク設定画面が表示されます。 Tips

○ 手動で設定する場合［IP アドレス］［サブ
ネットマスク］は必須項目ですので必ず入
力してください。

○入力する値はネットワークの形態や設定によ
り大きく異なります。この値がわからない場
合は、ネットワーク管理者にご相談くださ
い。

・ ご使用のネットワーク内にDHCPサーバが
ある場合は、「DHCPサーバにて IPアドレ
スを取得する」がチェックされます。

・ DHCPサーバがない場合は、IPアドレス、
サブネットマスク等の欄にネットワーク
環境に応じた値が自動的に検出されます。

確認後、「次へ」ボタンをクリックします。
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6

7

日付と時刻の設定画面が表示されます。
「（UTC+09:00）Tokyo、Osaka、Sapporo」を
選択して「次へ」をクリックしてください。

クリック

Tips

○ タイムサーバによる同期設定は管理画面か
ら行えます。

設定レポートが表示されます。内容を確認
後、「完了」をクリックしてください。

クリック
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8

9

設定内容がご使用のLANHDPSシリーズに適用されます。設定には数十秒から数
分時間がかかる場合があります。
ユーザーはこの間、何もする必要はありません。

Windows環境の場合、設定情報の登録が完了すると、プリンタの登録ウィザー
ドが起動します。このまま USB プリンタの設定を行う場合は「USB プリンタ
を使うにはどうしたらいいの？」を参照してUSBプリンタの設定を行ってくだ
さい。
すぐにプリンタの設定を行わない場合は、「取り消し」ボタンをクリックしてく
ださい。
Macintosh環境の場合は、設定完了のメッセージが表示されたら本製品の設定
は完了となります。
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10 クイックセットアップツール内に、ご使用のLANHDPSシリーズが登録され
ます（デフォルトの LANHDPS名称はウィザードの途中でお客様が指定した
名前になります）。
管理画面にアクセスするには、画面内に登録されているご使用のLAN-HDPS

シリーズのホスト名をダブルクリックしてください。

ダブルクリック
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11

管理画面が表示されます。管理画面ではパスワードの設定、ネット
ワークの設定、USB 機器の設定などさまざまな機能を実行すること
ができます。

詳しくは、「管理ソフトウェアの使い方」をご参照ください。

Web ブラウザが起動し、ログイン画面が表示されますの
で、ワンクリックセットアップではデフォルトではパス
ワードが設定されていないので、そのまま「ログイン」ボ
タンをクリックしてください。

12

クリック
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Windows環境の場合　－　ドライブのマッピング（ドライブマップウィザード）

Tips

Windows 環境の場合、ドライブマップウィ
ザードを使用することで、ご使用の
LANHDPSシリーズに接続されたハードディ
スクを共有フォルダとしてクライアントコン
ピュータのマイコンピュータ上に登録するこ
とができます。
このウィザードを使用して、ハードディスク
を登録しておけば、クライアントからはいつ
でもローカルディスクにアクセスするのと同
じ感覚で共有フォルダへアクセスすることが
できるようになります。

1

FTP でアクセスする場合は、ここをクリック

付属のCD-ROMからクイックセットアップツールを起動
し、画面左側のマウントボタンをクリックします。

クリック

2 右のような認証の画面が表示された場合は、以下のように
入力してください。

1. 「ユーザ名（U）:」に半角で「admin」と入力

2. 「パスワード（P）:」欄には
設定をしていない場合は何も入力しません
設定している場合は、設定したパスワードを入力
します

3. 「OK」ボタンをクリックしてください。

その他のアクセス方法

ここでご紹介する方法の他に、OS標準の機
能を使用してアクセスする方法もあります。

Windows Me，2000 からのアクセス

Windows XP からのアクセス

Windows 98，NT 4.0 からのアクセス

Macintosh 環境の場合は、ここをクリック
USBハードディスクにアクセスするには？

※ 本製品はデフォルトではパスワードは設定しておりません。セットアップ時にパスワードを設定
していない場合は、「パスワード（P:）」欄への入力は必要ありません。



-16- この項目の先頭に戻るこの項目の先頭に戻るこの項目の先頭に戻るこの項目の先頭に戻るこの項目の先頭に戻る 次へ次へ次へ次へ次へ

3

以下の画面が表示されます。接続されているハードディスクに割り当てるドライブ名を選択し、Admin-

istrator（Admin）またはGuest user（Guest）に対してパスワードが設定されている場合はパスワード
を入力し、「ログオン時でサイド接続します」のチェックボックスにチェックを入れ、「次へ」ボタンを
クリックします。

ポイント

「ログオンで再接続します」のチェックボックス
にチェックを入れることを忘れないでください。
このチェックを外してしまうと、パソコンの再
起動時にネットワークドライブの接続が解除さ
れてしまいます。

4

1. ドライブ名を選択

2. パスワードを設定している場
合は、ユーザ名を選択し、パス
ワードを入力します

3. 「ログオン時で再度接続します」の
チェックボックスをチェック

4. 「次へ」をクリック

ドライブマップウィザードが起動します。ご自身の
マイコンピュータ上にマッピングしたい共有フォル
ダを選択して「次へ」をクリックしてください。

Tips

本製品に接続されたハードディスクは、FAT形式
でフォーマットされている場合はネットワーク上
では「usbshare」フォルダとして認識されます。
「usbshare」フォルダはAdministorator（admin）、
Guest（guest user）ともに読み書き可能です。

管理画面で専用フォーマット形式でフォーマット
した場合は、「admin」「private」「public」の共有
フォルダが作成されます。ネットワークドライブ
として登録する場合はそれぞれマッピングを行っ
てください。
各フォルダには以下のような制限事項があります。

admin －Administorator（admin）のみ読み書
き可能、Guest（guest user）はアク
セスできません。

private －Administorator（admin）は読み書き
可能、Guest（guest user）は読取専
用でアクセスします。

public －Administorator（admin）、Guest（guest

user）ともに読み書き可能です。

1. 選択

2. 「次へ」をクリック
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参考

マッピング後の共有フォルダは、マイコン
ピュータ上に以下のようなネットワークドライ
ブのアイコンで登録されます。

Windows XP の例

Windows 2000、Me、98 の例

5 共有フォルダがマイコンピュータに登録され、右
の画面が表示されます。以上でドライブのマッピ
ングは完了です。「完了」ボタンをクリックしてく
ださい。

「完了」をクリック
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Windows XP からのアクセス（SMB共有）

［検索］をクリック

本製品の I P アドレスか
サーバ名を入力

［検索（R）］をクリック

①「スタート」ボタンをクリックし、「マイコン
ピュータ」を選択後エクスプローラーバーより
「マイネットワーク」をクリックして「マイネッ
トワーク」のウィンドウを開きます。

②ツールバーの「検索」をクリックします。ウィン
ドウ左側に「検索コンパニオン」の画面が表示さ
れますので「コンピュータ名（N）」の欄に本製
品の IP アドレスか、ホスト名称（LANHDPS 名
称）を入力し、「検索（R）」をクリックします。

Windows XPでのユーザ名とパスワード入力画面

1 . ユーザー名とパス
ワードを入力

2.［OK］ボタンをクリック

③ 見つかったコンピュータのアイコンをダブルクリッ
クすると、ユーザ名とパスワードの入力画面になる
場合があります。LAN-HDPS シリーズに登録され
ているユーザー名（adminまたはguest）とパスワー
ドを入力し「OK」ボタンをクリックしてください。

ドライブマップウィザードを利用しない場合
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Windows Me，2000からのアクセス（SMB共有）

③ Windows Me の場合はの場合はの場合はの場合はの場合は見つかったコンピュータの
アイコンをダブルクリックすると共有フォルダ
（public1）が現れます。

　 Windows 2000 の場合はの場合はの場合はの場合はの場合は見つかったコンピュータ
のアイコンをダブルクリックすると、ユーザ名とパ
スワードの入力画面になる場合があります。
LANHDPS シリーズに登録されているユーザー名
（adminまたはguest）とパスワードを入力し「OK」
ボタンをクリックしてください。

［検索］をクリック

本製品の IP アドレスかホ
スト名を入力

［検索開始（S）］をクリック

Windows 2000でのユーザとパスワード入力画面

1 . ユーザー名とパス
ワードを入力

2.［OK］ボタンをクリック

①「マイネットワーク」をダブルクリックし「マ
イネットワーク」のウィンドウを開きます。

② ツールバーの「検索」をクリックします。ウィ
ンドウ左側に「コンピュータの検索」画面が
表示されますので、「コンピュータ名（M）」の
欄に本製品の I P アドレスか、ホスト名称
（LANHDPS名称）を入力し、「検索開始（S）」
をクリックします。

ドライブマップウィザードを利用しない場合
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Windows 98，NT 4.0からのアクセス（SMB共有）

①「スタート」ボタンをクリックし、「検索（C）」を選択後、「ほかのコンピュータ」を
クリックし、右のウィンドウを表示させます。

②「名前（N）」の欄に本製品の IPアドレスか、ホスト
名称（LANHDPS 名称）を入力します。

③「検索開始（ I ）」をクリックします。

本製品の I P アドレスか
サーバ名を入力

［検索開始（ I ）］をクリック

Windows NT 4.0 でのユーザ名とパスワード入力画面

TIPS
○ 保存できる 1 ファイルの上限容量など OS により仕様の異なる所があります。

⇒「設定制限表」を参照

1 . ユーザー名とパス
ワードを入力

2.［OK］ボタンをクリック

④ Windows 98 の場合はの場合はの場合はの場合はの場合は、見つかったコンピュータの
アイコンをダブルクリックします。すると共有フォ
ルダ（Public1）が現れます。

　 Windows NT 4.0 の場合はの場合はの場合はの場合はの場合は見つかったコンピュータ
のアイコンをダブルクリックすると、ユーザ名とパ
スワードの入力画面になる場合があります。
LANHDPS シリーズに登録されているユーザー名
（admin または guest）とパスワードを入力し「OK」
ボタンをクリックしてください。

ドライブマップウィザードを利用しない場合
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MacOSからのアクセス（SMB共有）

■Mac OS Xの場合
① [移動]メニューより－[サーバへ接続]を選択します。
②共有ボリューム選択画面が現れますので利用したいボ

リュームを選択します。
③［接続］ボタンをクリックします。
※サーバホスト名が現れなければ、［アドレス］の欄に IP

アドレスを入力し、［接続］をクリックします。

④ユーザー名とパスワードを求めてきますので、本製品に登
録されているユーザ名（adminまたはguest）とパスワー
ドを入力し［接続］をクリックします。

2. 利用したいボリュームを選択

3.［接続］ボタンをクリック

※ホスト名がない場合は［ア
ドレス］欄に IPアドレスを
入力して［接続］をクリック

　この時、先頭を”smb://”と
してください。
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FTP クライアントからのアクセス(FTP 共有)

※ 本製品の出荷時状態では、FTP共有は設定されておりません。
FTP 共有を行うには管理画面からの設定が必要です。

※※※※※ FTP 共有を行うには共有を行うには共有を行うには共有を行うには共有を行うには USB HD のフォーマットを専用フォーのフォーマットを専用フォーのフォーマットを専用フォーのフォーマットを専用フォーのフォーマットを専用フォー
マットにする必要があります。マットにする必要があります。マットにする必要があります。マットにする必要があります。マットにする必要があります。

※※※※※ 匿名アクセスを有効にしていない場合は、匿名アクセスを有効にしていない場合は、匿名アクセスを有効にしていない場合は、匿名アクセスを有効にしていない場合は、匿名アクセスを有効にしていない場合は、ログインするユーログインするユーログインするユーログインするユーログインするユー
ザーザーザーザーザー（（（（（adminまたはまたはまたはまたはまたはguest）））））にパスワードが登録されているにパスワードが登録されているにパスワードが登録されているにパスワードが登録されているにパスワードが登録されている
必要があります。必要があります。必要があります。必要があります。必要があります。

①インターネットエクスプローラを起動し、アドレスの欄に以下のよ
うに入力します。

※ xxx.xxx.xxx.xxx は本製品の IP アドレスまたはホスト名となり
ます。

※ Macintosh環境からアクセスした場合は、書込みはできません。
読み込みのみ可能となります。

③ 本製品に接続されたハードディスクが共有フォルダとして表示
されます。読み込み書き込み可能なユーザとしてログインした
場合は、フォルダ内のデータの読み込み、書き込みが可能です。

② 以下のようなダイアログボックスが表示されますので、ユーザー名、
パスワード（設定している場合）を入力して「ログオン」ボタンをク
リックしてください。

1. 入力

2. クリック
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USBプリンタを使うにはどうしたらいいの？

Windows環境の場合は、以下の手順でプリンタの追加ウィザードを実行することでクライアントコンピュー
タから印刷が可能になります。

1 付属のCD-ROMからクイックセットアップツールを起動
し、画面左側の「プリンタ登録」ボタンをクリックします。

Tips

Windows環境の場合、AddPrinterウィザード
を使用することで、ご使用のLANHDPSシリー
ズのに接続したプリンタをクライアントコン
ピュータのマイコンピュータ上に登録すること
ができます。
このウィザードを使用して、プリンタを登録
しておけば、クライアントからはいつでもプ
リントをすることができるようになります。

2 プリンタ登録ウィザードが起動します。「次へ」ボタン
をクリックしてください。

Tips

ウィザードを使用せずにネットワークプリン
タの設定（クライアントからUSBプリンタを
認識させる方法）については、以下のボタン
をクリックしてください。

Windows環境でウィザードを
使わずにネットワークプリン
タを登録する方法

ご注意

○ guestユーザにパスワードを登録すると
場合によりプリントサーバ機能が正常に
働かない場合があります。

○ Mac OS X環境ではUSBプリンタはネッ
トワークドライブとして使用できません。

クリック

クリック
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3 接続されているプリンタの情報が表示されます。
プリンタを2台接続している場合は、ここで設定する
プリンタを選択します。

1. 選択

2. 「次へ」をクリック

4
プリンタのソフトウェアのリストが表示されますので、
「製造元」と「プリンタ」のタイプを選択して、「次へ」
ボタンをクリックしてください。

1. 選択

2. 「次へ」をクリック

※ ご使用のプリンタがリストにない場合は、プリンタメーカーから提供されているCD-ROM等からソフ
トウェアをインストールしてください。この場合「ディスク使用」ボタンをクリックしてファイルを指
定します。
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5 選択したプリンタ名が表示されます。名前を確認し、
このプリンタを通常使うプリンタに設定する場合は
「はい」をクリックして、「次へ」ボタンをクリックし
てください。

2. 「はい」または
「いいえ」を選択

3. 「次へ」をクリック

1. 確認

6 確認のメッセージが表示されます。「完了」ボタンを
クリックしてください。

クリック

7 インストールが実行され、終了すると右のメッセージが表示されま
す。「OK」ボタンをクリックしてください。

クリック
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ネットワークプリンタの設定
－プリンタ登録ウィザードを利用しない場合－

ご使用のクライアントコンピュータから本製品にアクセスします。（本製品へ
のアクセス方法については「USB ハードディスクにアクセスするには」の各
OS からのアクセス方法をご参照ください。

Tips

○プリンタの登録ウィザードでは、プリンタのタイ
プに「ネットワークプリンタ」を選択します。

○プリンタドライバは、ご使用のプリンタの製造
メーカ、型番を良く確認して指定してください。

○その他、ネットワークプリンタのご使用について
ご不明な点は、Windowsのヘルプまたは、ご使用
のプリンタの取扱説明書をご参照ください。

○プリンタによっては、先にプリンタドライバを
ローカルデバイスとしてインストールしておく必
要があります。

○guest ユーザにパスワードを登録すると場合によ
りプリントサーバ機能が正常に働かない場合があ
ります。

1

「usbprinter1」または「usbprinter2」をダブルクリックしてくださ
い。

以下のメッセージが表示されます。「OK」をクリックしてください。

2

3

プリンタの追加ウィザードが表示されます。
この後はウィザードの指示に従い、適切なプリンタドライバをインストール
してご使用ください。

4

クリック

クリック
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管理ソフトウェアの使い方

Logitec Network USB アダプタにはパスワードや時刻の設定、接続デバイスの設定などを、管理ソフトウェア上から行うことができ
ます。管理ソフトウェアはインターネットブラウザからアクセスすることができます。ここでは各機能について、項目ごとにご説明い
たします。参照したいトピックをクリックしてください。

ログイン

設定可能な機能一覧

HOME
ここでは、基本的な設定情報を参照することができます。

システム
ここでは本製品のネットワーク上での名称や IPアドレスの設定、パスワード、時刻の設定、
FTP サービスの設定を行うことができます。

ツール
ここではファームウェアの更新や、設定のリセット（出荷時設定）、ウィザードによる設
定のやり直し、システムの再起動などを行うことができます。

USB機器
ここでは、本製品に接続したUSBディスク、USBプリンタの設定を行うことができます。
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Windows 環境の場合環境の場合環境の場合環境の場合環境の場合

管理画面へログインするには、付属の LAN-HDPSサポートディスクを
パソコンの CD-ROM ドライブにセットしてください。
自動的にセットアップランチャーが起動して右の画面が表示されます。

ここで、
1.「クイックセットアップツール」をクリックして選択状態にして、
2.「セットアップの起動」ボタンをクリックしてください。

クイックセットアップツールが起動して、ネットワーク上に存在
する LANHDPS を検索します。
検索が終了したら、右の画面が表示されますので、該当の機器を
ダブルクリックしてください。

Mac OS X 環境の場合環境の場合環境の場合環境の場合環境の場合
　デスクトップにコピーした Mac OS X フォルダを開き、
「クイックセットアップツール」のアイコンをダブルク
リックして起動し、表示される画面から該当の機器をダ
ブルクリックしてください。

ログイン

1. クリック

2. クリック

ダブルクリック

Mac OS X フォルダ

「クイックセットアップツール」
アイコン

1
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Web ブラウザが起動し、ログイン画面が表示されますので、管理者パスワー
ドを設定している場合はパスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリック
してください。

Tips

※インターネットエクスプローラからの直接起動インターネットエクスプローラからの直接起動インターネットエクスプローラからの直接起動インターネットエクスプローラからの直接起動インターネットエクスプローラからの直接起動

インターネットエクスプローラの「アドレス」欄
に半角英数字で本製品の IPアドレスを入力するこ
とで管理画面にアクセスすることができます。

例
ご使用の LAN-HDPS シリーズに「192.168.2.10」
という IP アドレスが割り振られている場合。

入力する値
http://192.168.2.10/

2

3 管理画面が表示されます。

2. クリック

1. パスワードを設定した場合は
パスワードを入力
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設定可能な機能一覧

HOME
ここでは、基本的な設定情報を参照することができます。

システム
ここでは本製品のネットワーク上での名称や IP アド
レスの設定、パスワード、時刻の設定、FTPサービス
の設定を行うことができます。

ツール
ここではファームウェアの更新や、設定のリセット
（出荷時設定）、ウィザードによる設定のやり直し、シ
ステムの再起動などを行うことができます。

USB 機器
ここでは、本製品に接続したUSBディスク、USBプ
リンタの設定を行うことができます。

Web 管理画面にログインしたら左側のメニューから以下のような設定を必要に応じて行うことができるようになります。
参照したい項目をクリックしてください。
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HOME メニューメニューメニューメニューメニュー
HOME メニューは以下の 3 つの項目に分けられています。各項目のタブをクリックすると、その項目へジャンプします。

※※※※※参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。

システム情報
・ 本製品のネットワーク設定と接続されている USB

機器の情報が表示されます。

概要
・ 本製品アクセス時にはじめに表示される画面です。

基本情報のほかソフトウェアのサイトマップが表示
されます。

著作権・商標
・ 著作権表示および、商標について表示されます。

HOMEメニュー
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HOME メニューメニューメニューメニューメニュー①①①①①　　　　　：：：：：　概要　概要　概要　概要　概要

基本情報の欄では現在の本製品の基本情報が確
認できます。

・ LAN-HDPS名称（ホスト名）欄には、ネットワー
ク上の認識名が表示されます。

・ IPアドレス欄には本製品のIPアドレスが表示さ
れます。

・ 現在のシステム時刻欄には設定されている時刻
が表示されます。

・ システム稼働時間には、本製品起動してからの
時間が表示されます。

サイトマップの欄で、設定を行いたい項目を
クリックすると、直接その項目のメニューま
でジャンプします。
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HOME メニューメニューメニューメニューメニュー②②②②②　　　　　：：：：：　システム情報　システム情報　システム情報　システム情報　システム情報

システム情報タブをクリックすると、この画面が表示されます。ここでは、本製品の設定情報が詳しく表示されます。

USBデバイス情報には本製品に接続されている機器の情報
が表示されます。

「システムのバージョン」には、本ソフトウェアのバー
ジョンが表示されます。

「ネットワーク設定」の欄には、本製品のMACアドレス、
IPアドレスなどのネットワーク情報が表示されます。
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HOME メニューメニューメニューメニューメニュー③③③③③　　　　　：：：：：　著作権　著作権　著作権　著作権　著作権・・・・・商標商標商標商標商標

著作権・商標タブをクリックすると、下の画面が表示されます。ここには、著作権および商標について表示されています。
特に設定する項目はありません。
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システムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニュー
システムメニューは以下の⑤つの項目に分けられています。各項目のタブをクリックすると、その項目へジャンプします。

※※※※※ 参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。

識別情報
・ LAN-HDPS名称（ホスト名）および、ワークグルー

プの設定を行うことができます。

FTP サービス
・ FTPサービスの有効 /無効、FTP接続時の帯域幅

制限、匿名アクセスの有効 /無効を設定します。

パスワード設定
・ 本管理メニューへログインする管理者およびゲス

トのパスワードを設定することができます。

LAN
・ 本製品の IPアドレス等ネットワークの設定を行う

ことができます。

時刻
・ 日付と時刻の設定を行うことができます。ここか

らタイムサーバによる自動時刻同期を設定するこ
とも可能です。

システムメニュー
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システムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニュー①①①①①　　　　　：：：：：　識別情報　識別情報　識別情報　識別情報　識別情報

識別情報タブをクリックすると、下の画面が表示されます。

・ LANHDPS 名称を変更する場
合は、この欄に新しい名前を入
力します。

・ 所属するワークグループ（ネッ
トワーク上で管理されているグ
ループ）を変更したい場合はこ
の欄に、変更するワークグルー
プ名を入力します。 ・ 設定後「OK」ボタンをクリックしてくだ

さい。設定内容が反映されます。

Tips

○ 使用できる文字については、設定制限
表をご参照ください。
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システムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニュー②②②②②　　　　　：：：：：　　　　　LAN

LANタブをクリックすると、下の画面が表示されます。 ○ IP アドレス等の値を手動で入力
する場合、設定に必要な値は環
境により大きく異なります。分
からない場合は、ネットワーク
を運用している管理者にお問い
合わせください。

Tips

・ IP アドレスやサブネットマスクの設定を
行います。

ネットワーク内にDHCP サーバがある場
合には、「DHCPサーバより情報を取得す
る」を選択してください。

ネットワーク内にDHCPサーバがないか、
IP アドレスなどを固定して運用する必要
がある場合は「手動で設定する」を選択
し、その下の「IPアドレス」「サブネット
マスク」「デフォルトゲートウェイ」「DNS

サーバ」の各欄に必要な値を入力してくだ
さい。

設定後「OK」ボタンをクリックしてください。
設定内容が反映されます。
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システムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニュー③③③③③　　　　　：：：：：　パスワード設定　パスワード設定　パスワード設定　パスワード設定　パスワード設定

パスワード設定タブをクリックすると、下の画面が表示されます。パスワードは管理者およびゲストにそれぞれ
設定することができます。

1 「管理者」または「GUEST」からパ
スワードを設定するユーザーを選
択します。

2. 設定するパスワードを2回入力しま
す。

重要なご注意!!

3 入力後「OK」ボタンをクリックす
ると設定が有効になります。

○ 管理者のパスワードを変更した場
合、そのパスワードを忘れると必要
な設定を行うことができなくなりま
す。ご注意ください。

○ guestユーザにパスワードを登録す
ると場合によりプリントサーバ機能
が正常に働かない場合があります。

○ パスワードは半角英数字、記号、ス
ペースを使用した 12文字までが登
録可能です。アルファベットの大文
字・小文字も区別されるので気をつ
けてください。
詳しくは設定制限表をご参照ください。

○ admin（管理者）、guestユーザーで
FTP サービスを利用する場合はパ
スワードの設定が必要です。
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システムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニュー④④④④④　　　　　：：：：：　　　　　FTP サービス設定サービス設定サービス設定サービス設定サービス設定

FTPサービスタブをクリックすると、下の画面が表示されます。FTPサービスを有効にすると、ユーザーはFTPプ
ロトコルを使用して、例えばブラウザ経由で本製品に接続されたハードディスクからデータをダウンロードしたり、
FTPソフトを使用してファイルのアップロードやダウンロードが可能になります。

○ セキュリティの関係上、ルータを超え
た使用方法については未サポートとな
ります。

Tips

・ ここで、アップロード、ダウン
ロード時の帯域幅制限を設定して
おけば、FTP転送時の使用帯域を
制限することができます。

・ 匿名アクセスを有効にすると匿名
でのアクセスが有効になります。

・「FTP サービスを有効にする」の
チェックボックスにチェックを入
れると、サービスが有効になりま
す。また、下のテキストボックスで
ポート番号の設定を行うこともで
きます。

・「OK」ボタンをクリックすると
設定が有効になります。
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システムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニューシステムメニュー⑤⑤⑤⑤⑤　　　　　：：：：：　時刻　時刻　時刻　時刻　時刻

時刻タブをクリックすると、下の画面が表示されます。
ここでは本製品の内部時刻を設定することができます。

○ タイムサーバをホスト名で指定す
る場合、LAN設定の所でDNSサー
バが正しく登録されている必要が
あります。

Tips

・「タイムサーバとの同期を有効にする。」
を選択した場合、その下の同期を行うま
での「同期タイミング」および「タイム
サーバ」のIPアドレスもしくはホスト名
を入力してください。

・ この欄ではタイムゾーンを「（GMT +09

00）東京、大阪、札幌」を選択しておい
てください。

・「手動による日付・時刻の設定」を選択し
た場合、その下の「年」「月」「日」「時」
「分」「秒」を設定してください。

・ 設定後「適用」ボタンをクリックしてください。
設定内容が反映されます。
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ツールメニューツールメニューツールメニューツールメニューツールメニュー
ツールメニューは以下の５つの項目に分けられています。各項目のタブをクリックすると、その項目へジャンプします。

※※※※※ 参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、参照したい項目をクリックすると、その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。その項目の説明画面へジャンプします。

ウィザード
・ 本製品の基本設定をウィザード形式で

再度行うことができます。

システム更新
・ 本製品のファームウェアが最新のもの

にアップデートされた場合、ここから
適用することができます。

出荷時設定
・ ここでは全ての設定を出荷時状態に戻

すか、システム設定以外を出荷時状態
に戻すことができます。いずれのオプ
ションを選択した場合も、製品内に保
存されていたデータは全て消去されま
すのでご注意ください。

再起動
・ 本製品のシステムを再起動します。

ツールメニュー
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ツールメニューツールメニューツールメニューツールメニューツールメニュー①①①①①　　　　　：：：：：　再起動　再起動　再起動　再起動　再起動

再起動タブをクリックすると、下の画面が表示されます。
「再起動」ボタンを押すと、システムが再起動します。

Tips

○ 本製品へ接続されているプリンタへの印刷
待ちジョブや、ハードディスクへの書き込
み予約などは全てキャンセルされます。

・ このボタンをクリック
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ツールメニューツールメニューツールメニューツールメニューツールメニュー②②②②②　　　　　：：：：：　システム更新　システム更新　システム更新　システム更新　システム更新

本製品のファームウェアが更新された場合に、この画面から新しいファームウェアの適用を行うことができます。

更新方法について

1. ファームウェアが更新された場合、弊社Webサイト（http://www.logitec.co.jp）にて公開されます。
2. 更新されたファイルをご使用のパソコンの任意の場所にダウンロードしてください。
3. 管理メニューからこの画面（システム更新）にアクセスし、「参照」ボタンをクリックして、ダウンロードした

ファイルを指定します。
4. 「OK」ボタンをクリックしてください。システムが更新されます。

1. 「参照」ボタンからダウ
ンロードしたファイル
を指定

Tips

○ システムの更新には数分から数十分かか
ります。この間、本製品へ接続されたデ
バイスへのアクセスは行えませんのでご
注意ください。

○ システム更新の際は本製品に接続してい
るUSBディスク内のデータは必ずバッ
クアップしておいてください。

2. 「OK」ボタンをクリック
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ツールメニューツールメニューツールメニューツールメニューツールメニュー③③③③③　　　　　：：：：：　出荷時設定　出荷時設定　出荷時設定　出荷時設定　出荷時設定

出荷時設定タブをクリックすると、下の画面が表示されます。
ここでは本製品のシステム情報（IPアドレスやホスト名など）を出荷時状態に戻すことができます。

Tips
○ パスワードを設定していた場合、この

情報もクリアされますのでご注意くだ
さい。

・ 出荷時設定に戻す場合は、
このボタンをクリック
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ツールメニューツールメニューツールメニューツールメニューツールメニュー④④④④④　　　　　：：：：：　ウィザード　ウィザード　ウィザード　ウィザード　ウィザード

ウィザードタブをクリックすると、下の画面が表示されます。
ここでは、本製品の基本設定をウィザード形式でやり直すことができます。

セットアップウィザードを開始
するには、まず「開始」ボタンを
クリックしてください。

セットアップウィザードが起動します。
ここではパスワードを変更することができます。

必要な設定が終わったら「次へ」をクリックしてください。

1

2 Tips

○ 管理者パスワードを忘れると、再度シス
テムを設定し直すことができなくなりま
す。決して忘れないように管理してくだ
さい。忘れた場合、弊社でもサポートい
たしかねます。

クリック

2. 「次へ」をクリック

1. パスワードを設定
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識別情報の画面が表示されます。3 Tips

○ 複数の LANHDPS 製品を導入される場
合、区別をつけるためにデフォルトの
ネットワーク上での認識名（LANHDPS）
を変更してください。この名前が重複す
ると正常に動作しません。

1. LANHDPS 名称を変更する場
合は、この欄に新しい名前を入
力します。

2. 所属するワークグループ（ネッ
トワーク上で管理されているグ
ループ）を変更したい場合はこ
の欄に、変更するワークグルー
プ名を入力します。

4

1. 「（GMT+09:00) 東京、大阪、札幌」
を選択

日付と時刻の設定画面が表示されます

・ タイムゾーンの下のプルダウンリストから「（GMT+09:00) 東京、大阪、札幌」
を選択してください。

・「手動による日付、時刻の設定」の欄で、日付と時刻を指定してください。

必要な設定が終わったら「次へ」をクリックしてください。

2. 日付と時刻を指定

3. 「次へ」をクリック

Tips

○ タイムサーバを参照して時刻合わせを行
いたい場合は、「システム」メニューの
「時刻」タブから行うことができます。
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ネットワーク設定の画面が表示されます。ご使用のネットワークにDHCPサーバがない場合はIPアドレス、
サブネットマスク等の欄にネットワーク環境に応じた値を入力し、「完了」をクリックしてください。

5

DHCPサーバがある場合

DHCP サーバがない場合は、
この部分にネットワーク構成
に応じた値を入力

「完了」をクリック

Tips

○ 固定で設定する場合、［IPアドレス］
［サブネットマスク］は必須項目です
ので必ず入力してください。

○ 入力する値はネットワークの形態や
設定により大きく異なります。この
値がわからない場合は、そのネット
ワーク管理者にご相談ください。

Tips

○ 設定を変更した場合は、ドライブの
マッピングおよびプリンタの登録を
再度やり直す必要があります。

確認のメッセージが表示されます。「OK」ボタンをクリックしてください。

設定が反映され、新しい設定情報が表示されます。内容を確認し「続行」ボタンをクリックしてください。
HOMEメニューの概要へ移動します。

クリック

6

7
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USB 機器メニュー機器メニュー機器メニュー機器メニュー機器メニュー

USB機器メニューではUSBハードディスクとUSBプリンタに関する情報の参照およびUSBハードディスクのフォーマッ
トを行うことができます。

USB ディスク
・ 外付けUSBディスクの設定を行います。

USB プリンタ
・ USBプリンタの設定情報を参照します。

USB機器メニュー
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この部分には現在接続されている
USB ディスクの一覧が表示されま
す。選択されているUSBディスクは
青色で反転表示されます。

USB 機器メニュー機器メニュー機器メニュー機器メニュー機器メニュー①①①①①　　　　　：：：：：　　　　　USB ディスクディスクディスクディスクディスク

USBディスクメニューからは、本製品に接続されたUSBディスクの情報の参照、フォーマットの実行
ディスクの取り外しなどを行うことができます。

Tips

○ U S B ハードディスクは直接 U S B

ポートへ接続してください。USBハ
ブを介しての接続はできません。

選択されている USB ディスクの共有名、
製造元、デバイス名、接続タイプ、容量、
フォーマット形式、状態が表示されます。

USB ディスクを本製品から取り外す
場合は、ディスクを選択後、「イジェク
ト」ボタンを押してください。

USBディスクをフォーマットする場
合は、「フォーマット」ボタンをク
リックしてください。
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USB 機器メニュー機器メニュー機器メニュー機器メニュー機器メニュー①①①①①　　　　　：：：：：　　　　　USB ディスク　－フォーマット－ディスク　－フォーマット－ディスク　－フォーマット－ディスク　－フォーマット－ディスク　－フォーマット－

USBディスクメニューからは、フォーマットボタンを押すと以下の画面が表示されます。
ファイルシステムを「専用フォーマット」または「FAT32」から選択し、「OK」ボタンをクリックすると、
フォーマットが実行されます。

ファイルシステムについて

設定可能なフォーマット形式は以下の2

つです。

専用フォーマット

○ この形式でフォーマットすると本製
品以外には、接続しても使用できな
くなりますが、データの安全性が向
上し、高いパフォーマンスを発揮し
ます。
また、FTPサービスを行う場合はこ
ちらを選択します。

FAT32フォーマット

○ この形式でフォーマットを行ったハー
ドディスクは、本製品から取り外し
て、WindowsパソコンやFAT32形式
の読み込みに対応しているMacintosh

マシンに直接接続して使用することが
できます。
なお、FAT32フォーマットではFTP

サービスは利用できません。

1. フォーマットするファイル
システムを選択

2. 「OK」ボタンをクリック

フォーマット後、選択したファイル形式により、ネットワーク上からの認識のされ方が異なります。
以下をご参照ください。

専用フォーマット
管理画面で専用フォーマット形式でフォーマットした場合は、「admin」「private」「public」の共有フォルダが作
成されます。ネットワークドライブとして登録する場合はそれぞれマッピングを行ってください。
各フォルダには以下のような制限事項があります。

admin －Administorator（admin）のみ読み書き可能、Guest（guest user）はアクセスできません。
private －Administorator（admin）は読み書き可能、Guest（guest user）は読取専用でアクセスします。
public －Administorator（admin）、Guest（guest user）ともに読み書き可能です。

FAT形式
本製品に接続されたハードディスクは、FAT 形式でフォーマットされている場合はネットワーク上では
「usbshare」フォルダとして認識されます。
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USB 機器メニュー機器メニュー機器メニュー機器メニュー機器メニュー①①①①①　　　　　：：：：：　　　　　USB プリンタプリンタプリンタプリンタプリンタ

USBプリンタメニューからは、プリンタの製造元、製品名、プリンタのタイプ、ポートを参照することができます。

この部分に接続されているプリンタ
の情報が表示されます。

最新の接続状態を確認するためには
「このページを更新」ボタンをク
リックしてください。

Tips

ネットワークプリンタの設定（クラ
イアントから USB プリンタを認識
させる方法）については、以下のボ
タンをクリックしてください。

Windows 環境の場合

※ ご使用のパソコンからのネットワークプリンタの設定はここからはできません。ネットワークプリ
ンタの設定方法については、右のTipsからリンクをクリックするか、「はじめてご使用になる場合」
の「USB プリンタを使用するには」をご参照ください。
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ハードウェアリファレンス

ここでは、初めてLAN-HDPS/U2シリーズの機器の概要、使用環境、設置等についてご説明します。参照したいトピックをクリックし
てください。

製品の概要

使用環境について

各部の名称と機能

装置の設置と使い方

ハードウェア仕様
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■本製品の特徴

・ Windowsパソコンが接続されているLAN環境で、「USB 2.0 High-Speed対応」ポートを搭載したプリンタに対しての印刷が可能です。
従来の USB 1.1 対応ポートを搭載したプリンタに対しての印刷も可能です。

・ WindowsクライアントとMacintoshクライアントで、接続したUSB HDを利用した「ファイルの共有」が可能です。大容量HDユニッ
トを、ネットワーク上で簡便に共有することができます。

・「USB 2.0 High-Speed」に対応した USB ポートを、「2 ポート」搭載しています。接続したUSB 機器を共有することができます(USB

プリンタは 2 台まで、USB HD は 1 台まで)。

・ 導入段階でのセットアップを、非常に簡単に行うことができるソフトウェア「クイックセットアップツール」を付属しています。
「Windows 版」および「Mac OS X 版」を付属していますので、Macintosh のみで構築されているネットワーク環境でも、セットアッ
プが可能です。

・ 設定や管理は、クライアントパソコンのWebブラウザ上から、本製品に内蔵されたWeb管理画面を起動して行います。解りやすい管
理メニューで操作が可能で、必要な設定のみに特化していますので、サーバ等に関して詳細を把握する必要はありません。

・ LAN ポートは「Auto MDI/MDI-X 機能」に対応しています。接続する機器の LAN ポートの仕様（MDI or MDI-X）に応じて、自動的に
識別を行いますので、接続先の LAN ポートの仕様や、ストレートケーブル／クロスケーブルの違いを意識する必要がありません。

・「FTP 転送」に対応していますので、FTP サーバとして使用することができます。

LAN-HDPS/U2 は、USB ポートを搭載したプリンタに接続可能なプリントサーバ + USB HD をネットワークストレージとして共有可
能にする複合サーバです。管理・通信プロトコルは TCP/IPに対応していますので、広範囲な環境からの印刷、設定、管理が可能です。
Windows 環境(プリントサーバ、USB HD 共有サーバ)、MacOS X 環境(USB　HD 共有サーバのみ)に対応します。

製品の概要
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使用環境について

■Web管理画面（管理画面）対応ブラウザ

InternetExplorer 6.0 以降 （Mac OS Xの場合、Internet Explorer 5.2 以降）

※ Java スクリプトを実行可能な環境に限ります。

■クライアント環境

○初期セットアップが可能なOS

Windows XP Home Edition/ Professional、 Windows Me、 Windows 98 Second Edition

Windows 2000 Professional Service Pack 1 以降

Mac OS X 10.0.4 以降

○通常のクライアントとしてアクセス可能なOS

Windows XP Home Edition/ Professional、 Windows Me、 Windows 98 （Second Edition 含む）
Windows 2000 Professional Service Pack 1 以降、 Windows NT 4.0  Workstation Service Pack 6 以降

Mac OS X 10.0.4 以降

※ Mac OS X環境の場合はプリントサーバとして使用することはできません。

　本製品は以下の環境でご使用ください。OSはいずれも日本語のものに限ります。また、使用するパソコンは LAN 環境に接続されている
ことが必要です。
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各部の名称と機能

本製品前面
①ステータスランプ（左から）

POWER

本製品に電源が供給されると緑色に点灯します。
LAN

ネットワーク接続が確立すると緑色に点灯します。
USB DISK

本製品に接続したUSBディスクにアクセスが行われると
緑色に点灯します。

② USB EJECTボタン

本製品に接続したUSBディスクを取り外す前にこのボタンを
1秒程度押してください。

③ 電源コネクタ

付属のACアダプタを接続します。

④ LANコネクタ

付属の LANケーブルを使用して、ハブなどに接続します。

⑤ USBコネクタ x2

USBハードディスクなどの記憶装置やUSBプリンタを接続し
ます。

⑥ リセットスイッチ

本製品へのアクセスが不能になった場合などに、本製品を強制
的に出荷時状態に戻します。

① ステータスランプ

② USB EJECTボタン

③ 電源コネクタ

④ LANコネクタ

⑤ USBコネクタ x2

⑥ リセットスイッチ

本製品背面
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■設置上の注意
設置場所

○本製品の設置条件は以下の通りです。

○次のような場所には設置しないでください。

・直射日光のあたる場所
・温湿度変化の激しい場所
・電気的ノイズを発生する機器の近く（モーターの近くなど）
・強磁界を発生する機器の近く(ラジオなど)

・ごみ、ほこりの多い場所
・振動の多い場所
・腐食性ガス（亜硫酸ガス、硫化水素、塩素ガス、アンモニアな

ど）や塩分を多量に含む空気が発生する場所
・周囲が密閉された棚や箱の中などの、通気が妨げられる場所
・不安定な場所

項目 動作時 非動作時

温度 + 10 ℃ ～ + 35 ℃  － 20 ℃ ～ + 50 ℃

相対湿度 20 % ～ 80 % 20 % ～ 80 %

塵埃 一般事務室条件を許容

※ただし結露なきこと

■設置時の注意
　本製品は横置きで使用することを前提に設計されています。
縦置きで使用しないようご注意ください。

縦置きで設置してはいけません !!

装置の設置と使い方
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■接続図とチェックポイント

本製品の接続は以下の手順で行ってください。

① 付属のACアダプタを使用して、本製品の電
源コネクタと AC100V のコンセントを接続
します。

② 本製品に USB 接続のハードディスク、プリ
ンタを接続します。

③ UTP ケーブルを使用して、本製品の LAN コ
ネクタと Ehternet ハブを接続します。

※ 本製品のLANコネクタはAutoMDI/MDI-Xに対応し
ていますので、ストレートケーブル、クロスケーブ
ルどちらでも接続可能です。

※ 接続するUSB機器は全てセルフパワー（電源コンセ
ントなどから電源供給を受けるもの）でご使用くだ
さい。

　 以上で接続は終了です。全体の接続図は右のようにな
ります。

接続例

※接続可能な USB 機器については弊社ホームページ
（http://www.logitec.co.jp）をご確認ください。

例：クライアント PC

※ ここから本製品へアクセス
します。

USBハードディスク

USBプリンタ

本製品ハブなど

電源コンセントへ

www.logitec.co.jp/
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■システムの起動とシャットダウン

○システムが起動するまで

本製品は通電すると自動的にシステムが起動します。

○シャットダウン

　本製品の電源をOFFにする前に、本製品に接続した機器を全て安全に取
り外してください。機器の取り外しは、管理メニューの USB機器から行い
ます。また、本製品側面の「アンマウントボタン」を押してから取り外すこ
とも可能です。

※ 停電などによる不意の電源切断に備えるため UPS（無停電電源ユニッ
ト）の使用をお勧めします。
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LAN- HDPS/U2

R3210

16MB

LANポート 100BASE- TX

拡張I/F USB 2.0 High-Speed （ USB 1.1互換）

対応

Synology USB Station OS

EXT 3

4 台（USBプリンタのみ接続時）
16台（USB HD接続時）

3 クライアント

温度 　 10 ℃ ～ 35℃

相対湿度   　20％ ～ 80％

温度 － 20℃ ～ 50℃

相対湿度 　  20％ ～ 80％

57.6kJ/h

AC 100V ± 10 ％　　　50/ 60 Hz

3.3 W

122 × 111 ×　46 mm

160 g

白

横置きのみ

推奨最大同時接続アクセス数

外形寸法　　幅 × 高さ × 奥行き

設置方向

質量

本体カラー

Auto MID / MDI- X

搭載OS

内蔵HDD フォーマット

消費電力　（TYP ）

環境条件

動作時

保管時

発熱量

入力電圧

最大同時接続台数

型番

CPU

メモリ

インターフェース

*1　ただし、結露なきこと
*2　省エネ法に基づく表示
*3　ACアダプタを含む
*4　本体のみ
*5　横置きでの設置はご遠慮ください。

*1

*2

*3

*4
*4

*5

ハードウェア仕様
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その他

ここでは、よくある質問に対する回答や、弊社修理・サポート窓口の連絡先などをご案内しております。参照したいとトピックをク
リックしてください。

用語集

設定制限表

保証とサービスについて

故障かな？と思ったら
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故障かな？と思ったら

●パスワードを忘れた場合

システム管理者のパスワードを忘れた場合、リセットスイッチを押すことにより設定をクリアできます。

●クイックセットアップツールで本製品が認識されない

以下の点をご確認ください。
1. 本製品が LAN に接続しているかを確認する。
2. 使用している LAN ケーブルを別のものと変えてみる。
3. 本製品が電源に接続され、電源が入っているかを確認する。
4. 本製品の の IP アドレスが他のネットワーク機器と重複していないか確認する。
5. 使用しているクライアントコンピュータとセットアップするLAN-HDPSが 同じサブネット上（ネットワークアドレス上）に

存在していることを確認する。
6. 常駐プログラム（アンチウィルスソフト等）を外す。
7. 別のクライアントでためしてみる。
8. ハブを変えてみる。
9. ハブのポートを変えてみる。
10. パーソナルファイアーウォールを外す。
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●クライアントPCから本製品にアクセスできない

Windows/Macintosh クライアントが本製品にアクセスできない場合は、以下を確認してください。

1. クライアント PC に正しく IP アドレスが設定されているかを確認します。
2. Web 管理画面の「ネットワーク設定」が正しく設定されているかを確認します。
3. 本製品と同じ IP またはサーバ名を使用しているホストがネットワーク上に存在しないかを確認します。存在する場合は、競合

しないように IP アドレスとサーバ名を変更してください。
4. LAN-HDPS/U2 では、同時にネットワークにログオンできるクライアントは USBハードディスクが接続されている状態で最大

16 台ですが、ネットワークトラフィックの状況などにより多くのユーザーがアクセスしているとこのような状態になる場合が
あります。待ってから再度接続を試みてください。また、推奨同時アクセス数は 3 ユーザーとなります。

5. いったんログアウトし、再度ログインし直してみてください。
6. 上記の設定がすべて正しい場合は、本製品を再起動してください。

●Macintoshクライアントで本製品が見つからない。

以下の事項を確認してください。

1. 本製品の電源が入っていて、LAN に接続されていることを確認します。

2. Macintosh クライアントが他の TCP/IP（SMB）サーバに接続できるかを確認します。接続できない場合、このMacintosh クラ
イアントのネットワーク設定が正しくない可能性があります。
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●Macintosh クライアント経由で、本製品に接続したハードディスク上にある特定のフォルダ
のファイルにアクセスできない

1. 本製品にそのようなフォルダがあるか確認します。

2. フォルダ名ファイル名に 31 文字を越える文字列を使用していないか確認します。

3. 管理者が、TCP/IP プロトコル上で Apple ネットワーキング接続を有効にしていることを確認します。

4. このアカウントが、共有フォルダに対するアクセス権があるか確認します。

5. ユーザーが Guest としてログインする場合に、システムアドミニストレータが Guest アカウントにパスワードを設定して
いないことを確認します。

6. 本製品と同じ IP または LAN-HDPS 名称を使用しているホストがネットワーク上に存在しないかを確認します。存在する場
合は、極力早期に状態を正します。

7. 4. LAN-HDPS/U2では、同時にネットワークにログオンできるクライアントはUSBハードディスクが接続されている状態
で最大16台ですが、ネットワークトラフィックの状況などにより多くのユーザーがアクセスしているとこのような状態にな
る場合があります。待ってから再度接続を試みてください。また、推奨同時アクセス数は 3 ユーザーとなります。

8. 上記の設定がすべて正しい場合は、NAS サーバを再起動してください。

●複数の LAN-HDPS/U2がネットワーク上に存在するときに、同じホスト名前を設定すると本製品を

特定できない

それぞれのホスト名を重複しない別の名前に変更してください。
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●Windows クライアントが本製品に接続しているハードディスクに保存したファイルをMacintoshク

ライアントが実行できない

　Macintosh クライアントおよび Windows クライアントは同じフォルダを共有できます。しかし、MacintoshのシステムおよびWin-

dows の システムは異なる方法でファイルの関連を処理するため、pdf や html などの Macintosh システムおよび Windows システムの
両方がサポートするファイルへのアクセスは制限されることがあります。

　たとえば、Windows クライアントがhtml ファイルを本製品に接続したハードディスクに保存する場合、Macintoshクライアントは、
ウェブブラウザを自動的に起動させてファイルを開くためにこのファイルをサーバ上でダブルクリックすることができません。Windows

システムが「関連するファイルの種類」を保存する方法が Macintosh システムの方法と異なっているため、Macintosh システムは、
Windows システムで作成された html ファイルをどのプログラムで開くことができるか判別できません。2 つの解決方法があります。

1. このファイルの関連を Macintosh クライアント上で設定し直します。

2. Macintosh クライアントでそのファイルを実行するために使用するプログラムを最初に起動します。この場合、Internet Explorer

を起動し、次にそのブラウザでファイルを開きます。もう一つの方法として、新規ファイルを Macintosh の形式で保存するた
めに、［別名で保存］を使用してそのファイルをMacintosh クライアントで保存します。ファイルを開く場合は、それをダブル
クリックします。

Macintosh クライアントが本製品に接続したハードディスクに保存したファイルを Windows クライアントが直接開くことができない
場合にも同じ方法で解決することができます。
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●ネットワーク環境設定を変更したら本製品に接続できない

ネットワークの環境設定を修正し（アドレス、ドメイン、DNS データ、等を含みます）、ネットワーク設定を再度確認し、必要に応じ
て変更します。ブラウザを閉じ、Web 管理画面 に再度接続を試みてください。

● Macintosh クライアントが 4GB を超える単一ファイルを本製品に接続したハードディスク
に保存できない。

これはMacintosh クライアントのシステムの制限によるためです。→「設定制限表」を参照

● Macintoshクライアントが本製品に接続したハードディスクに保存したファイルをWindows ク
ライアントが削除できない

Macintosh システムでは、ファイル名の最後の桁をスペースにすることができますが、Windows システムではこの形式を使用するこ
とはできません。したがって、Macintosh クライアントがこの形式のファイルをNAS サーバ上に保存する場合、Windows クライアン
トはそれを認識できないためファイルを削除することができません。NAS サーバ上でWindows クライアントとファイルを共有する必
要がある場合、Macintosh ユーザーはファイル名の最後をスペースとして保存しないようにすることをお勧めします。

●機種依存文字って何？

機種依存文字とは、OSにより異なる文字コードを持った文字のことです。したがって、異なるOSでファイルを共有する際には機種依
存文字に気をつけなければなりません。ファイル名に機種依存文字を使用しないようにしてください。

< 機種依存文字の例 >

㈱　①　②　③　など
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A
■Apple Talk

○ Macintosh で通信を行うためのネットワークプロトコル。最近の Macintosh マシンは、この他に TCP/IP による通信も可能となっ
ています。

C
■CIFS（SMB）共有

○ CIFS はWindows OS と通信を行うためのプロトコルです。これを使用して、Windows パソコンで共有できるネットワーク・
　ストレージなどを実現するのが「CIFS（SMB）共有」です。

D
■DHCP

○ ネットワークに接続したクライアントコンピュータに対して、IP アドレスを自動的に割り当てるプロトコルです。また、デフォ
ルトゲートウェイ、DNS サーバなどの情報も自動的に取得できるため、このプロトコルを使用すると、クライアントコンピュー
タの設定が非常に容易になります。

■DNS （Domain Name System）
○ クライアントから送られたホスト名を、IPアドレスに変換して返す分散型データベースシステムです。TCP/IPを使用したネットワー

クでは、他のコンピュータなどをアクセスするために IP アドレスが必要になりますが、IP アドレスは単なる数字の羅列に過ぎない
ため人間には非常にわかりにくいという欠点があります。
DNS があれば、この欠点を補って人間にわかりやすいホスト名で他のパソコンにアクセスすることができます。

用語集
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I
■ IP address （IP アドレス）

○ TCP/IP を使用したネットワーク（例えばインターネット）で、個々のコンピュータを識別するために使用される32ビット数値で
す。通常、「192.168.1.1」のように 8 ビットずつ（0 ～ 255）ピリオドで区切った 4 個の 10 進数で標記します。
IP アドレスはコンピュータの識別に使用されるため、同じ IP アドレスを持つコンピュータがネットワーク上に複数存在してはい
けません。

M
■ MAC Address （マックアドレス）

○ Ethernetなどで使用されるネットワークインターフェース固有の識別番号です。48ビットの数値ですが、通常「00-A1-CD-65-C4-

75」のように 8 ビットずつハイフンで区切った 6 個の 16 進数で標記します。
Ethernetではこの識別番号がネットワークインターフェース製造時に与えられ、これを消去したり、変更することはできません。

　そのため、あるMACアドレスを持つネットワークインターフェースは世界中で１つしかありません。MACアドレスがわかれば使
用しているネットワークインターフェースが特定されます。

N
■NTP（NetWork Time Protocol）

○ ネットワーク内の時刻調整を特定のサーバに合わせるプロトコル。他のコンピュータはそのサーバを参照して時刻を決定するので
ネットワーク内では常に同じ時刻が設定されます。ただし、通信の状況等により多少のずれはありえます。
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S
■SMB（CIFS）共有

○ Server Message Block の略
　 Windows OS と通信を行うためのプロトコルでファイルサービスなどを実現します。

■SMTP（Simple mail transfer protocol）
○ E-mail を送信するためのプロトコルです。

SMTP サーバは E-mail を送信するためのサーバとなります。

T
■ TCP/IP

○（Transmission Control Protocol / Internet Protocol）インターネットの標準プロトコルであり、現在最も普及しているプロトコル
です。

W
■WINS（Windows Internet Name Services）

○ Windows 環境でネットワーク環境内の装置（パソコンやプリンタなど）をIPアドレスではなくわかりやすい名前へ置き換えるサー
ビス。このサービスを使用すると、端末のコンピュータからはその名前を参照すれば特定の装置へアクセスすることができるよう
になる。もちろん、端末のコンピュータもわかりやすい名前に設定できる。Windows NT 4.0以降のWindows 系サーバにはWINS

サーバ機能がある。
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あ行
■アクセス権

○ ファイルやフォルダに対してアクセスするための権利です。アクセス権には、アクセス不可（アクセス拒否）や、読み取り専用
（リードオンリー）、無制限（フルアクセス）などのレベルがあります。

　 アクセス権を設定する事により、特定のファイル（フォルダ）に対してアクセス出来ないようにしたり、重要なファイルを書き
換えられたり、削除されるのを防ぐ事ができます。
なお、本製品では共有フォルダのみアクセス権を設定する事ができます。

■インターネットプロトコル（IP ）
○（Internet Protocol）ネットワーク上でのデータ転送のための１つの階層であり、上位に存在するTCPというデータ転送を保存す

るプロトコルとまとめて TCP/IP といいます。

か行
■ゲートウェイ（Gateway）

○ ゲートウェイは複数のネットワーク同士の入口 / 出口です。同一ネットワーク上に存在しないコンピュータにデータを転送する
　ような場合、ゲートウェイ経由でデータは転送されます。
　 デフォルトゲートウェイは転送先へのルートがわかっていないときに使用されるゲートウェイです。通常、コンピュータにはデ

フォルトゲートウェイの IP アドレスだけを設定しておけば、あとはそのデフォルトゲートウェイが適切な接続を行います。
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さ行
■サブネットマスク（subnet mask）

○ 大規模や中規模のLANで、管理を容易にするためにネット
ワークをさらに細かく分割したものを「サブネット」と呼
びます。同一のサブネットに属するパソコンは、同じサブ
ネットアドレス（IPアドレスの一部）を持っていなければ
なりません。
IPアドレスのうち、どの部分をサブネットアドレスとして
使用するかを指定する数値が「サブネットマスク」で、IP

アドレスと同じように8ビットの数字（0～255）をピリオ
ドで区切って４つ並べた形（例えば「255.255.255.0」）で
表記されます。サブネットアドレスは IP アドレスとサブ
ネットマスクをAND処理することによって求められます。

　 例えば IPアドレスが「192.168.1.10」でサブネットマスク
が「255.255.255.0」の場合、この２つの32ビット値をAND

処理して、求められる「192.168.1.0」がサブネットアドレ
スになります。右表のような３台のパソコンがあった場合、
パソコン１とパソコン２は同じサブネットに属しています
が、パソコン３は異なるサブネットに属しています。

パソコン 1 パソコン 2 パソコン 3

192.168.1.10 192.168.1.15 192.168.2.10

Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

255.255.255.0

192.168.1.0 192.168.2.0

サ
ブ
ネ
ッ
ト
マ
ス
ク

サ
ブ
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス
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*1：複数のOSで共有するときは一番厳しい条件に合わせてください。
*本仕様については予告無く変更になる場合があります。予めご了承ください。

設定制限表

WindowsXP WindowsMe Windows98 Windows2000 WindowsNT4.0 MacOS X

最大使用文字数

使用可能文字

その他制限事項

最大使用文字数

使用可能文字

その他制限事項

最大使用文字数 半角254文字

使用可能文字

その他制限事項 機種依存文字使用不可

最大使用文字数 半角254文字

使用可能文字

その他制限事項 機種依存文字使用不可

1TB未満 500GB 2GB未満 1TB未満 1TB未満 4GB未満

フォルダ階層数 フルパスで256文字以内

フォルダ名

ファイル名

フルパスで255文字以内

機種依存文字使用不可、半角記号「¥/:,;*?"<>¦」使用不可

英字(大文字、小文字の区別無し)数字、一部記号、スペース、全角日本語

英字(大文字、小文字の区別無し)数字、一部記号、スペース、全角日本語

フルパスで半角255文字以内

機種依存文字使用不可、半角記号「¥/:,;*?"<>¦」使用不可

パスワード

12文字

英字(大文字小文字の区別有り)、数字、記号、スペース

全角文字使用不可

LAN-HDPS名称
(ホスト名)

1ファイル容量上限

半角15文字

英字(大文字小文字の区別無し)、数字、下線、マイナス

先頭を英字にすること
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保証とサービスについて

製品には、保証書が添付されています。

● 保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししています。記載内容をご確認の上、大切に保管してください。
● 保証期間は保証書に記載されています。お買い上げ日より有効です。

サービスを依頼される場合

● 修理品については、弊社サービス窓口 にお送りいただくか、お求めいただいた販売店へご相談ください。
故障かどうか判断がつかない場合は、事前に下記弊社テクニカルサポートにお問い合わせください。

※ 弊社サービス窓口およびテクニカルサポートの連絡先については、次ページの「サポート /修理受付窓口のご案内」をご参照くだ
さい

●  保証期間中の修理につきましては、保証規定に従い修理いたします。

● 保証期間終了後の修理につきましては、お客様のご要望により有料にて修理させていただきます。ただし、製品終息後の経過期
間によっては、部品等の問題から修理できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　 なお、補修用性能部品（製品の機能を維持するための部品）の最低保有期間は、製品終息後５年間です。（修理に代わって同等品
と交換させていただく事があります）
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ユーザーサポート窓口のご案内ユーザーサポート窓口のご案内ユーザーサポート窓口のご案内ユーザーサポート窓口のご案内ユーザーサポート窓口のご案内
● 製品に対する技術的な質問や、取扱説明書に対するお問い合わせ

お問い合わせの際に次の①～③の内容をご確認の上、弊社「テクニカルサポート」までお問い合わせください。

①現在の状態（できるだけ詳しく）／②製品の名称 /シリアル番号（保証書に記載されています）／③ご購入年月日、ご購入先

テクニカルサポート連絡先テクニカルサポート連絡先テクニカルサポート連絡先テクニカルサポート連絡先テクニカルサポート連絡先（（（（（ナナナナナビビビビビダダダダダイイイイイヤヤヤヤヤルルルルル）））））

ロジテック株式会社　テクニカルサポート
TEL. 0570-050-060 FAX. 0570-033-034

受付時間： 月曜日～金曜日　9：00～ 12：00、13：00～ 18:00（祝祭日、夏期、年末年始特定休業日を除く）

※携帯電話（FAX）、PHS（TEL、FAX共）、IP電話（TEL、FAX共）、ひかり（光）電話（TEL、FAX共）はご利用になれません。

●  郵送または宅配便にて修理依頼される場合のお願い

・ 送料および、梱包費用は保証期間の有無を問わずお客様のご負担になります。
・ 保証期間中の場合は、保証書を商品に添付してください。
・ 必ず、「お客様のご連絡先（ご住所 / 電話番号）」「故障の状態」を書面にて添付してください。
・ 保証期間経過後の修理については、お見積もりの必要の有無、または修理限度額および連絡先を明示のうえ、製品に添付してください。
・ ご送付の際は、緩衝材に包んでダンボール箱（本製品の梱包箱、梱包材を推奨します）等に入れて、お送りください。

修理品送付先修理品送付先修理品送付先修理品送付先修理品送付先
　〒396-0192　長野県伊那市美すず六道原8268

　ロジテック（株）修理サポートセンター（３番受入窓口）

TEL：0265-74-1423 　　　　FAX：0265-74-1403

受付時間： 月曜日～金曜日　9：00～ 12：00、13：00～ 17:00（祝祭日、夏期、年末年始特定休業日を除く）

・修理納期以外のお問い合わせは承っておりません。製品に関するお問い合わせは、弊社テクニカルサポートにお願いいたします。
・弊社Webサイトでは、修理に関するご説明やお願いを掲載しております。修理依頼書のダウンロードも可能です。
・お送りいただいた控えがお手元に残る方法でお送りいただきますよう、お願いいたします。


